
る
部
出
問
。

古
へ
無
ハ
川
治
相
寺
が
あ
っ
た
か
ら
村
名
を

一

ム
ロ

y
ス
ウ
祭
漏
素
山
車

問
洞
宗
の
曲
川
。
法
を

得
た
。
泊
尼
記
に
、
こ
の
村
の
旧
の
巾
に
十
呼
出
の

一
問
的
楽
町
に
嗣
ぎ
、
明
怖
の
寂
後
、
品
開
の
前
に
よ
っ

地
が
あ
っ
て
、
そ
う
そ
ん
坊
と
い
ふ
山
伏
の
民
跡
で

一
て
大
采
寺
に
位
し
た
。
但
し
索
然
は
悦
代
の
中
に
列

あ
る
と
記
す
る。

一
ぜ
ら
れ
ぬ。

ム
リ
ヨ
ウ
ジ
ュ
フ
ヲ
ジ
無
髭
思
議
寺

石
川
山

一

ム
ロ
ダ
ヒ
ラ
室
卒

白
山
な
る
御
前
慌
の
劉
上

保
ハ
山
寺
(
部
桝
名
)
に
在
っ
て
、
天
遊
山
と
秘
し
、
臨

一
般
向
ご
五

O
O米
の
所
に
あ
る
。
隠
さ
三

O
O米
と

桝
宗
に
印
刷
し
た
o
文
永
巾
沙
門
服
部
行
掛
川
之
を
制
怒

一
回
O
O米
o
今
の
世
帯

νは
こ
の
地
に
建
て
ら
れ
て
医

し
た
が
、
今
は
無
い
。

一
・り
、
も
と
の
縮
刷
室
の
祉
で
あ
る
。
こ
L

か
ら
御
前

ム

レ

武

一連

日仙一京市
山
川
郷
に
印
刷
す
る
部
新
。

一
馬
と

大
汝
民
と
は

円
腿
の
聞
に
望
み
得
ら
れ
る。

能
管
財
引
跡
芯
に
、『
武
山
一
村
は
山
川
郷
の
内
な
り
。
佐

一
χ
別
山
霊
平
は
別
山
の
雨
税
F

色

二

O
O米
の
地
結

束
よ
り
北
の
方
、
苦
今
他
と
て

苛
蛇
の
臼
せ
し
と
い

一
で
、
西
岡
に
傾
斜
し
た
闘
訓
の
高
原
で
あ
る
が
、
そ

ひ
て
、
恐
し
き
泊
あ

o
o
X武
泌
山
一一子
山
と
い
ふ

一
の
安
欽
は
似
に
存
せ
ぬ
。

あ
り
o
云
々
。

χ
此
故
村
に
一
つ
佳
と
い
ふ
朋
あ
り
。

一

ム
ロ
ド
ウ
室
登
山
山
の
室
説
は
、
他
の
高
山

管
一
つ
家
に
て
あ
0
し
に
、
叩
の
城
+
で
叫
T
J
右
街
門

一
に
於
け
る
と
同
じ
く
制
定
人
の
閉
山
る
詮
令
で
あ
る
。

附
と
い
ひ
し
人
出
に
打

μけ
、
此
一
つ
屈
に
来
り
て

一
も
と
地
添
口
か
ら
大
汝
吊
に
京
ろ
刷
に
天
地
室
が
あ

身
を
忍
ば
ん
と
制
み
し
に
、
本
的
な
き
も
の
に
て
、

一
白
、
大
汝
院
と
御
前
院
と
の
聞
に
六
道
室
が
あ
り
、

右
衛
門
信
を
百
叩
裂
な
く
も
佐
訴
す
。

川
ハ
跡
と
い
ひ

一
町
，
削
税
怖
か
ら
御
前
吊
に
一世
ふ
る
聞
に
何
回
松
山
北
と
経

て
、
四
五
附
凶
方
に
今
草
生
ぜ
ず
O

今
十
判
t
川
家
政

一
前
室
と
が
あ
り
、
御
前
日
と
別
山
岳
と
の
聞
に
美
泌

あ
0
0』
と
記
す
る
。

一
室
と
天
地
室
こ
に
六
兵
衛
門
主
と
も
い
ふ
)
が
あ
り、

ム
レ
ゴ
エ
武
運
越
臥
宅
地
太
山
川
よ
り
、
武

一
越
前
引
徹
向
背
路
か
ら
別
山
に
主
る
聞
に
加
山
室
が

辿
を
終
て
、
出
向
山
中
町
に
川
る
山
山
耐
を
い
ふ
。

能

一
あ
っ
た
。
今
は
越
前
室
り
治
制
に
白
山
比
時
紳
「
胞
の

殺
名
跡
芯
に
、
『
刑制
川
村
よ
り
巾
M
・川中
村
な
ど
へ
行

一
管
刷
出
す
る
盗
A
M

げ
が
あ
る
の
み
で
あ
ろ。

〈
は
臨
時
仰
の
往
来
ぁ
。
。

十
川
除
行
け
ば
太
山
川
村

一

ム
ロ
ナ
ホ
キ
ヨ
室
直
清

江
戸
の
償
支
朴

(又

と
て
あ
。
。
巾
阪
へ
行
く
本
泊
武
辿
越
と
い
ふ
は
、

一日
日
玄
ト
〉
の
子
。
停
は
帆
即
刻
む
俣
の
家
士
平
野
文
右

此
村
中
よ
0
山
中
へ
絞
る
也
。』
と
あ
る
。

一
術
門
の
女
。
幼
申
出
版
静
、一
辿
縛
は
新
助、

祢
は
直
稿
、

ム

ロ

室

河

北

郡
弁
上
正
に
応
ず
る
部
取
。
紘

一
{
子
は
附
施
、

一
手
放
玉
。
品
川
抽出V
A
は
梢
換
は
そ
の
俊

平
服
装
記
誠
永
二
年
に、
『
日
向
・
笠
地
背
附
・大川町
』一

で
、
所
目
を
静
間
山
知
と
い
う
た
。
夙
に
頴
慨
を
以
て

と
列
記
し
た
室
他
も
こ
れ
で
あ
る
。

一
知
ら
れ、

白
文
イ
二
年
二
且
前
出
綱
紀
に
仕

へ
、
一
一

ム
ロ
エ

室
江

石
川
郁
純
江
を
安
江
と
拠
っ
た

一
十
人
扶
持
を
印
刷
は
っ
て
小
坊
主
の
臓
に
因
。
、
次
い

も
の
が
あ
る
。
反
政
市
広
告
に
、『
諸
国叫
法
則
の
母
務
付
二

で
命
を
受
け
て
京
附
の
木
ド
阪
陪
に
従
遊
し
、
栄
成

泌
如
上
人
の
御
妹
に
て
ま
し
ま
す
云

。々

加
州
室
江

一
る
の
後
滞
の
仰
者
に
列
L
、
百
百
十
石
を
受
け
た
。

と
い

ふ
槌
に

一宇ーや
ら
っ
く
り
佐
せ
給
ふ
。
石
川
尼
公

一
時
にい氏
平
元
年
十
二
月
十
九
日
で
、
防
サ
七
戯
で
あ

と
も
巾
せ
り
。
』
と
見
え
る
が
如
き
は
是
で
あ
る
。
っ
た
o
元
総
三
年
九
月
什
六
日
能
汚
十
石
を
加
へ
、

l
y
ン
レ

ン
ジ

ム
リ
l
メ
イ

十
年
間
且
一

日
組
外
に
列
し
、
金
搬
に
移
り
住
み
、

多
数
の
士
を
煎
陶
し
た
が
、
そ
の
巾
奥
村
忠
順
・奥

村
修
辺
・背
地
野
氏
・符
地
穂
幹
・小
寺
注
絡
・小
谷闘相

成
・
山
制
限
心
は
室
門
の
七
才
を
以
て
務
せ
ら
れ
た。

判明川端
正
徳
元
年
三
且
十
抗
日
五
十
四
践
の
時
務
府
に

召
さ
れ
て
そ
の
儒
職
と
な
旬
、
江
戸
駿
河
尽
に
邸
地

を
賜
は
っ
た
が
、
町子保
十
二
年
肢
疾
を
得
た
る
後
熔

え
ず
、十
九
年
八
且
十
二
日
七
十
七
設
を
以
て
問
問
。
後

明
治
四
十
ご
年
九
且
J
l

一
日
従
四
位
を
附
ら
れ
た
。

鳩
換
の
金
却
に
於
け
ろ
卸
邸
は
、
元
総
六
年
の
士
帳

に
室
新
助
居
宅
長
川
織
山
小
入
郎
近
所
と
あ
っ
て
、

滞
米
に
中
川
武
十
郎
の
町
る
所
に
話
。
、
今
のほ民
間

六
番
町
に
あ
っ
た
。

柏崎
換
久
L
〈
此
同
地
彼
偏
に
的
宅

潟
従
し
た
が
、
元
職
三
年
初
め
て
こ
の
家
を
郎
、ヲ
て

安
出
国
す
る
を
得
、
印
ち
誌
の
斜
路
出
掛
あ
り
純
鳩
之
に

居
る
の
訴
を
取
っ
て
鳩
梨
と
紋
し
た。

ム
ロ
ヲ
窒
尾

室。

↓

ム
ロ

メ
眼
明
向
調
陀

メ
ア
キ
ア
Z
ダ

ヤ

心
海
社
。

メ
イ
ゲ
ツ
ナ
シ
明
月
梨
石
川
湖
北
の
人
市
左

術
門
が
金
却
の
武
士
康
政
に
良
艇
の
梨
あ
ろ
を
波
見

L
、
そ
れ
か
ら
接
穏
を
得
て
、
苦
心
多
年
の
後
純
白

せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
明
且
の
名
は
出
入
且
十
羽

目
の
頃
成
熟
す
る
か
ら
起
っ
た
の
で
、一

顧
問
引

O

瓦
乃
主
七
抗

O
瓦
、
純
白
多
貌
の
良
蔵
で
あ
り
、
剥

皮
し
た
ま
ふ
時
間
を
総
て
も
銭
色
せ
ぬ
斡
色
を
宥
す

る
。

市
左
術
門
は
明
和
頃
の
人
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

併

し
上
安
江
村
に
梨
子
畑
を山聞
い
た
こ
と
が
見
文
七
年

の
文
訟
に
見
え
る
か
ら
、
こ
の
附
涯
は
夙
に
梨
の
産

地
で
あ
っ
た
ら
し
い。

メ
イ
ジ
キ
本
ン
ノ
ヒ
ョ
ウ
明
治
犯
念
之
穏

金

部品胤
六
川
内
に
在
る
。
明
治
J
I

年
問
市
の
役
に
戦
波

し
た
第
七
問
官
時
士
の
勾
に『
Y
て
た
も
の
で
、
お
石

付
金
持
城
内
玉
来
院
丸
に
在
っ
た
も
の
を
用
ひ
、
刊

さ
八
米
、
有
柄
川

2MM仁
純
一
止
の
仰
屯
で
明
治
紀
念

之
杭
と
凶
L
、
そ
の
上
に
日
本
武
符
の
銅
像
長
け
六

米
な
ろ
を
閉
山
21
ら
れ
ろ
。
間
十
三
年
十
月
段
成
し
た

も
の
で
、
工
務
と
し
て
こ
の
銅
像
付
、
仰
倣
門
制
治
か

ら
人
間
鉛
遺
へ
の
過
渡
期
の
援
物
で
あ
り、

山品
山
綜

古
川
附
の
銅
山
州
製
作
朽
の
子
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

メ
イ
ジ
テ
ン
ノ
ウ
ギ
ヨ
ウ
コ
ウ
明
治
天
皇
行
幸

ハ
ご
御
仲
臨
時

l
明
治
イ
一
年
十
月
二
日
附。

午
前
六

時
四
十
分
天
引
は
越
巾
今
-
れ
動
腕
温
林
警
の
行
在
所

を
溌
御
。
入
時
J
l

分-大
川
越
新
道
字
五
刷
道
の
御
野

，Mmに
ね
御
。
御

wmmを
下
り
さ
せ
ら
れ
、
御
版
刷(

に
来
じ
て
峠
を
越
え
、
八
時
三
十
分
加
れ
九
折
村
か

ら
父
例

M
mに何
W
O給
ひ
、
九
時
ご
十
五
分
竹
的
腕

御
小
休
断
制
川
制
方
に
入
ら
せ
ら
れ
た
o
九
時
四
十

分
竹
柿
剛
抑
制
山
政
限
、
十
附
三
十
五
分
祁
腕
弘
陶
寺
で

御
閉
山
休
。
ぺ
引
い
で
午

後
弔
問
三
十
五
分
保
附
御
町周以

前
、
二
時
間
十
分
森
下
腕
泊
川
外
余
次
郎
方
に
て
御

小
休
。
二
時
五
十
分
森
ド
御
波
市
、
三
同
訂
十
分
b
A

m悶
川
巾
毘
彦
十
郎
方
の
行
在
所
に
入
り
給
う
た。

此
の
日
石
川
勝
令
制
山
純
M

々
を
召
し
て
、
附
に
民
伯

風
土
物
産
の
紋
況
を
御

F
問
あ
ら
ぜ
ら
れ
た
。

十
四一一一
日
附
o
午
前
八
時
十
五
分
天
長
行
在
所
を
問

で
、石
川
将
胞
に
臨
御
o
腕
令
の
蹴
僻
を
受
け
、
腕
治

を
聞
し
召
さ
れ
た
上
、
八
時
五
十
分
御
役
割
問
。
次
い

で
公
虫
第

一
郎
値
目
出
校
公
立
女
子
附
飽
祭
絞
・金
抑

裁
判
所

削
業
博
物
館
(
御
技
食
U

上
野
総
兵
お
・金

制
作
間
出
向
ア
加
を
綬
、
午
後
三
時
三
十
分
間
所
を
渡
し
て

八
四
五


